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高画質処理
　NDT S eco は高画質現像処理が要求されるアプリケーションに最適です。

　処理プロセスはすべてマイクロプロセッサーで正確に制御され、使用環境

に関わらず高画質で均一に仕上がります。

　現像速度やフィルムの種類 (ロール、シート)、フィルムサイズにも関わら
ず常に高画質現像が得られます。

的確な補充量
　処理液の補充はフィルムセンサーで制御しています。フィルムを挿入する

とフィルム検知センサーのローラーが回転し、フィルムの面積を測ります。

フィルム面積を計測することにより、長さだけの計測に比べより精密に処理

薬品の補充量を管理し、補充を最低限に抑えます。

低コスト
　NDT S ecoでは補充液の量を的確に管理して処理薬品の使用量を抑えるた
め、現像にかかるコストも低減されます。

　また、フィルム面積の計測を行うことで、水洗水の使用量が制御され、環

境に対するメリットが向上します。更に、NDT S eco は、フィルム処理終了後
に自動的にスタンバイ状態になり、電力消費をカットします。補充モーター

の使用が少ないことや、フィルム乾燥処理に騒音の小さい赤外線方式を採用

していることも省エネ対策となっています。

　また、NDT S eco には“ドライブサイクル”機能があり、スタンバイモード
時にある一定の間隔で搬送ローラーが作動します。これによってエネルギー

消費を最小限に抑え、現像機の寿命を延ばします。

処理能力
　処理時間は5分または8分に設定で
き、フィルム処理量が多い場合も処

理能力は変わりません。

　処理サイクルを5分に設定した場合、
1分間にフィルム 51 cm 以上の処理が
可能です。

処理サイクル
　NDT S eco には1.5分から12分まで
の7種類の処理サイクルがプログラ
ムされています。これらの処理サイ

クルは標準サイクルとして簡単に選

択・設定できます。

　処理サイクルを設定すると、それ

に合わせて現像温度や定着温度、乾

燥レベル、補充率などの諸条件が自

動調整されます。

　標準処理サイクルの他に、5分か
ら12.5分の範囲を30秒単位で任意に
設定することも可能です 。

　現像設定はパスワードを設定して

保護することができます。

電子回路
　NDT S eco の電子回路は信頼性が高
く、安定した操作を提供します。 

　温度、速度、補充量、乾燥などの

設定はすべてマイクロプロセッサー

制御となっています。
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・ AGFA NDT G 335 - 補充率　700 ～ 1200 mR/m2

・ 最終排水中の銀含有量を低減させるエコロジー処理： 
（条件により異なります） 
  -  定着液補充 700 mR/m2、銀含有量 40 mg/m2（基準

値 50 mg/m2以下）、3 ppm

  -  定着液補充 1200 mR/m2、最大1 ppm。  

D 現像タンク

IW 中間水洗タンク

F1 定着タンク 1

F2 定着タンク 2

W 最終水洗タンク

1 オーバーフロー F1

2 残留物の流れ

3 F1 と F2 の接続 
（F2からF1へ）
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使いやすさを追求した設計
・ 3方向排水コック
　NDT eco シリーズでは排水コックデザインを3方向にしました。コックの位
置を変えるだけで廃液をそれぞれ専用のタンクに流すことができ、廃棄物回

収タンク内での有毒ガスの発生を防ぎます。

・  簡単保守
　NDT S eco の手入れは非常に簡単です。

　搬送ラックはラック上部のみを取り外して洗うことができ、ラック全体を

タンクから取り出す必要はありません。

　フィルム挿入台の検知センサーも定期的に掃除が必要ですが、簡単に取り

外しでき、ローラーの汚れもすぐに落とせます。

　また、水藻の繁殖を防ぐため、現像機の電源を切ると自動的に洗浄水が排出

されます。

・  シンプルな操作パネル
　操作パネルには現在の処理温度やサイクルタイム、乾燥設定、処理液補充量、

フィルム挿入シグナル、サイクルタイムの残り時間などが表示されます。 

現像と乾燥の温度はサイクルタイムに合わせてコントロールパネルで調整で

きます。

・  各種フィルムに合わせて取り付け可能なフィルム受けラック
　フィルム受けラックはフィルムの種類に合わせて数通りの取り付けが可能

で、現像終了後のフィルムがきれいにラックに収まります。

・  デイライトシステムとしても使用可能
　専用のオートフィーダーを使用すれば明室で作業を行うことができます。

＊ユニバーサルマガジンラック対応

　NDT Feeder のフィルム挿入速度は 現像速度に合わせて自動調整されるため、
現像速度が変わっても変更する必要はありません。 

　NDT Feeder を使用しない場合、遮光カバーを設置して光をシャットアウト
することも可能です。遮光カバーを設置することでフィルム設置後に暗室の

照明を付けて作業ができます。

1. フィルム挿入台

a. LCD ディスプレイ
b.  メニュー選択キー
c.  設定値調整キー（＋）
d.  設定値調整キー（－）

2. フィルムエリアセンサー

3. 現像タンク

4. 中間水洗タンク

5a. 定着タンク F1
5b. 定着タンク F2
6. 最終水洗タンク

7. アッパーラック（取り外し可能）

8. 搬送ローラー

9. 赤外線乾燥機

10. フィルム出口
11. フィルム受けラック
12. 現像液補充ポンプ
13. 定着液補充ポンプ
14a. 電源スイッチ
14b.  漏電ブレーカー（ELCB）
15. 3方向廃液コック
16. 現像・定着タンク加熱防止センサー
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